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部[ffi器本体力臨学会関東地方会

日 時:平成4年6月20誌(土)午後1!時30分~午後41時40分
場 所:簿記念体清会館地下3階鱗22
当番幹事:対関法人日本体脊協会スポーツ科学研究所
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1 皮下路紡重量およびF号機務妨援を謡音波選実態

法から換支援する
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E践的3近年，身体の総務JlJJ還を皮下脂肪議と
内滋綴妨設に分けて務織する試みが滋んにおこな

われている.本研究の信的は，超音波野}媛法によ

って誤II怒した皮下務E志摩と各{麗人の体表綴絞から

皮下獄5方議および内E義務訪援を算出することであ

る.さらに本研究では為様I-cr訟で撮影した腹
部新!欝像と捻定綴との比較も行った普

【方法1対象者警は幾緩な一般成人男子6名であ
った.身体の総滋給量をは水rt-:体滋法によって求め
た身体密度から滋tEした.皮下総紡盤は各部位の

イ本爽mi稜と怒音波野f1欝法で誤II定した身体15部伎の
皮下線訪浮から求めた.穏をき畿新緩法による皮下

腹妨摩には皮綾翠が含まれる，そこで本研究では

皮綾爆を鐙し引いた{畿を汚いた. MRI法による

綴務断溺磁像の綴去さはへそ部とその上下3ヵmに
ついて行った.

E結楽と考護老3対象者の都議会は27緩から34畿
で，対象者の身長，体議はともに日本人のほぼ平

均的な綴であった.水中体重宝法から求めた体競紡

壌の平均鐙は15.8(土4.5)%でp 総滋紡愛は10.3

(土4.3)kgであった.経営波新}選法を月礼、て滅去を

した皮下滋訪畿は5.9(土2.1)kgであり，総脂肪設

におめる鱗合は約60%であった.総務E方議と皮下.

5旨肪3設の議から求めた内機騒務室設の平均{邸主 4.4

(土2.3)kgで，その範差益は1.7kg--8.3 kgであっ

た.この推定綴と M滋法で撮影したj持機騒肪新

潟絞とはよく一致した綴向が綴察された.以上の

絵架からJ j騒音波建奇麗訟を用いた内滋総E方議の推
定綴は，実態誌の内磁路紡量生(街宣言後)を反i決したも

のであることが磁認された.


